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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 21 年１月 13 日に公表いたしました平成 21 年５月期（平成 20

年６月１日～平成 21 年５月 31 日）の通期業績予想を、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ

いたします。  
 

記 
 
 

１．平成 21 年５月期通期業績予想数値の修正（平成 20 年６月１日～平成 21 年５月 31 日） 

（１）連結業績予想の修正 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

33,000 

百万円 

6,400 

百万円 

6,000 

百万円 

3,700 

円 銭 

178.44 

今回修正予想（Ｂ） 30,500 4,600 4,300 2,400 115.75 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △2,500 △1,800 △1,700 △1,300 － 

増  減  率（％） △7.6 △28.1 △28.3 △35.1 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年５月期） 
34,531 8,031 7,795 5,143 247.33 

 

（２）個別業績予想の修正  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

25,000 

百万円 

2,400 

百万円 

2,900 

百万円 

2,000 

円 銭 

96.46 

今回修正予想（Ｂ） 22,500 1,100 1,600 1,000 48.23 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △2,500 △1,300 △1,300 △1,000 － 

増  減  率（％） △10.0 △54.2 △44.8 △50.0 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 20 年５月期） 
26,222 4,448 4,306 2,902 139.96 



 

２．修正の理由 

 

足もとの経済環境につきましては、日本および欧米諸国が大幅な景気後退に陥っていることに加

えて新興諸国も景気減速が続いており、日本および世界経済は当面厳しい状況が続くと予想されま

す。一部には改善の動きも見られるものの、本格的な底打ちにはまだ時間を要すると見られます。 

当企業グループを取り巻く状況も、世界同時不況の深刻化にともなう各用途にわたる生産・在庫

調整による需要減退の影響は予想以上に大きく、今期中は厳しい状況が続く見通しです。 

このような市場環境のもと当企業グループといたしましては、コスト・経費の徹底削減や業務効

率化の推進を図る等、足もとの業績の確保に最善を尽くす所存ですが、想定以上の需要減退にとも

なう販売量減を主因に、通期の業績予想を修正いたします。 

 

（注）業績予想につきましては、本資料発表時現在において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因によって異なる可能性があります。 

 

  

以 上  

 


